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研究開発・技術支援成果 
平成31年 4月 1日～令和 2年３月３１日現在 

 
 
 
１）研究開発成果事例 
 
・家庭用小型電動搾油機の開発 
 
・ため池管理省力化システムの開発 

 
 
２）技術支援成果事例 
 
・ステンレス加工製品の滑り止め効果の評価 

 
・小型レーザー加工機を用いたお菓子への彫刻技術 

 
・リバースエンジニアリングによる帽子の金型用３Ｄデータ作成支援 

 
・電動車いす用後付け自動停止装置の開発 

 
・アイソレータ用グローブの開発  
～肝臓再生療法の開発・実用化及びロボット細胞培養システム等の高機能化～ 

 
・過酸化水素除染に対応した小型恒温装置の開発 
 ～肝臓再生療法の開発・実用化及びロボット細胞培養システム等の高機能化～ 

 
・錠剤粉砕補助器具の開発（製品名：ハルカトバズ） 
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研究開発成果事例

ため池管理省力化システムの開発

■研究の概要

県内に存在する小規模未改修ため池の管理を省力化する技術として、「低コストな遠隔管理」
と「定水位における自動排水」の確立を目指し、組込システム技術分科会と山口県農林総合技術
センターで仕様検討を行いました。また、県内複数企業との連携により『ため池管理省力化シス
テム』を開発し、現地実証を行いました。

■研究の項目

①国際標準規格IEEE1888に準拠した『ため池管理省力化システム（IoTシステム）』の開発

②ため池の改修を必要としない排水機構の開発

担当職員：山田 誠治、吉木 大司、田村 智弘 開発企業：日進工業㈱、㈱アノード、エコマス㈱
共同研究：山口県農林総合技術センター

■研究の成果

①既存のため池栓を開閉するシリンダー方式と常設サイフォン方式の排水機構を開発しました。

②遠隔からの水位監視と排水制御が行える『ため池管理省力化システム』を開発しました。

③本製品を「2018 NEW 環境展」に出展しました。



ステンレス加工製品の滑り止め効果の評価

■支援の概要

■支援の成果

担当職員：デザイングループ 本田晃浩 松田晋幸

■支援の項目

工場内での滑落等の事故を防止することを目的としたステンレス製滑り止め加工製品

「くつ底キャッチャー」の新製品開発にあたり、滑り止め効果の評価を行いました。

①１軸アクチュエーターとデジタルフォースゲージを用いた試験方法の検討。

②滑り止め試験の実施及びステンレス加工品と無加工のステンレスとの比較。

①加工したステンレス製品には、測定した3種類のタイプの靴全てにおいて滑り止め効果が
あることが確認できました。

②「くつ底キャッチャー」の新製品が発売され、そのPRとして滑り止め効果の試験結果が
株式会社伊藤のHPに掲載されました。

技術支援成果事例

支援企業：株式会社伊藤

▼試験方法

デジタルフォースゲージ

1軸アクチュエータ
ステンレス加工品

靴と重り

靴重量 ：3kg（靴の上に重りを置き、総重量を
3kgにする）

引張速度：10mm/sec
測定回数：各12回（最大値と最小値を除いた10

回分の平均を測定結果とする）

▼試験材

ステンレス加工品１ ステンレス加工品２

無加工

▼滑り止め効果

革靴タイプ

スニーカー
タイプ

長靴タイプ

ステンレス加工品は無加工のステンレスに比べ、どのタイプの靴でも2倍以上の滑
り止め効果があった。特に長靴タイプでは4倍以上の滑り止め効果があった。



技術支援成果事例

■支援の概要

まんじゅうの表面に図などの焼き印を施すことを目的とし、自社内に小型レーザー加工機を導
入したが、焼け具合の色むらが生じて品質が一定しないことが問題となっていました。これを解
決するために、本使用方法に適したレーザー加工条件の検討と、機器の加工条件設定マニュアル
の作成を行いました。

■支援の項目

① 目的とする使用方法に適したレーザー加工条件の検討及び条件出しの手法の検討

② 小型レーザー加工機の加工条件設定マニュアルの作成

③ 焼き印の図案データ作成に関する技術支援

■支援の成果

①自社内で、レーザー加工条件の設定や、焼き印用図案データの作成を行えるようになり、製品
開発体制が整備されました。

② 2019年5月に本技術を使用した「山口弁まんじゅう」「オリジナルまんじゅう」が商品化さ
れました。

担当職員：デザイングループ 原 涼輔 支援企業：有限会社ほうえい堂

小型レーザー加工機を用いたお菓子への彫刻技術

レーザー加工条件の検討レーザー加工条件の検討

加工条件設定マニュアルの作成加工条件設定マニュアルの作成

山口弁まんじゅう山口弁まんじゅう

オリジナルまんじゅう（作例）オリジナルまんじゅう（作例）

商品化



技術支援成果事例

■支援の概要

■支援の項目

■支援の成果

担当職員：加工技術グループ 松田晋幸 支援企業：中村被服株式会社

リバースエンジニアリングによる帽⼦の⾦型⽤３Ｄデータ作成⽀援

中村被服社で使⽤している帽⼦成形⽤の⾦型については、⼿作業によって製作されたものが多く、「形状の正
確さ」「製作コスト」「製作期間」等に課題があった。そこで、リバースエンジアリング※を活⽤して、帽⼦成
形⽤⾦型の３Ｄデータ作成⽀援を⾏った。

１．３Dデジタイザー（ハンディ）による帽⼦の３D形状データの測定
２．測定した形状データを元にした３D-CADデータの作成

測定データの編集 CADデータ化と
形状精度の確認

１．３次元形状測定に適した対象物の条件と対処⽅法を提案し、安定した3次元形状測定が実施できた。
２．歪みのある3次元形状測定データから均整のとれた３D-CADを作成することができた。

作成された３D-CADデータは帽⼦⽤⾦型の製作に活⽤された。

三次元デジタイザー（ハンディ）での測定に適した状態とするため、測定対象物であるサンプル⽤の帽⼦は⽩⾊⽣地で製作し、形
状固定のためのスプレーを塗布した。（サンプル⽤帽⼦の作業は中村被服社で実施）

１

２
三次元点群データ処理装置

三次元デジタイザー（ハンディ）

測定データの1/4をCADデータ化し、ミラーコピーすることで全体形状とした。これにより、帽⼦⾃体の歪み、測定時の誤差など
により⽣じる歪みを解消することができた。

完成したCADデータ

サンプル⽤帽⼦ 測定状況 測定データ

３次元形状の測定

CADデータの作成

CADデータを元に製作された⾦型 最終製品（セーラー帽⼦）

使⽤した機器

使⽤した機器

※ここでのリバースエンジニアリングとは３Ｄ形状測定データから３D-CADデータを作成する技術のこと



技術支援成果事例

■支援の概要

電動車いすに簡易に後付できる自動停止装置の開発を支援しました。

■支援の項目

①センシング方法の選定

②自動停止機構方法の検討

③動作試験支援

■支援の成果

前方と後方に超音波距離センサを装備することで、前進時と後退時に、人や障害物まで一
定距離以上接近した時にモーター電源を遮断する装置を開発しました。特徴は、操作部と駆
動モーターの間に、モーター電源遮断装置を後付けできるようにすることで、電動車いす自
体は改造をしないで後付けできるように工夫しました。

開発の結果、施設内での人身事故を完全に防止することに成功しました。

本製品は、山口県内の障害者支援施設に採用されました。

担当職員 イノベーション推進センター 松本佳昭 支援企業：株式会社アノード（下関市）

電動⾞いす⽤後付け⾃動停⽌装置の開発

■背景と機器の概要

重度障害者にとって電動車いすは、自由な行動するための重要なアイテムです。通常は
ジョイスティックなどを操作することで自由に移動できます。しかしながら上肢に障害があ
る障害者や、知的障害者にとっては、突発的な事態に安全に対応できないことが多くありま
した。一方で、市販されている電動車いすには緊急停止ボタンはあるものの、障害物や人を
検知して自動停止する機構を搭載しているものがありませんでした。特に、スペースが限ら
れ、歩行者が多い施設内等で他の入所者と衝突することが発生すると、それがきっかけに
なって入所者同士の人間関係が壊れてしまうこともありました。

そこで、走行中に歩行者や障害物を検知すると、自動的に停止する装置を開発しました。

制御部 超音波距離センサ超音波距離センサ

前方
後方



技術支援成果事例

■支援の概要

細胞培養向けに操作性と耐久性を兼ね備えたアイソレータ用グローブを開発しました。

■支援の項目

①グローブの要求仕様の検討

②素材の選定（耐久性・操作性など）

③試作評価支援

■支援の成果

スリーブ形状を工夫することで死角を軽減することで操作性を向上させることができました。
グローブの素材を変更し、リークしにくく薄くし、さらにインナーグローブを変更すること
で、女性の培養士が細やかな作業がしやすくなりました。

本製品は、大手細胞培養メーカーの型式認証を取得しました。

担当職員：イノベーション推進センター
医療関連推進チーム

支援企業等：三興化学工業株式会社（大竹市、岩国市）
山口大学医学部 附属病院 再生・細胞治療センター

アイソレータ⽤グローブの開発

■背景と機器の概要

細胞培養向けアイソレータでは、完全無菌状態の維持を保証することが求められます。細
胞培養中に、培養士がアイソレータ内で培地交換などの作業をする際に、アイソレータに装
備されているグローブを介して作業をします。従来、無菌アイソレータに装備されているグ
ローブは、製薬メーカーの製造ライン等に用いられているものを流用したもので、無菌状態
を保証するため耐久性に重点を置かれていることから厚いゴム製で、サイズも大きめに設定
されています。一方で、細胞培養には繊細な作業が多いため、大きく厚い素材のグローブで
は細やかな作業がしづらく培養士のストレスになっていました。細胞培養士の多くが女性で
手も小さく、繊細な作業を考慮した仕様になっていないことから、現場の培養士さんたちか
ら強い要望がありました。

〜肝臓再⽣療法の開発・実⽤化及びロボット細胞培養システム等の⾼機能化〜

グローブ

細胞培養アイソレータ

従来のグローブとスリーブ

スリーブ
グローブ

開発したグローブとスリーブ



技術支援成果事例

■支援の概要

過酸化水素除染に対応した、細胞培養機向け卓上型の小型恒温装置を開発しました。

■支援の成果

高濃度過酸化水素除染に対応した小型恒温装置の開発に成功し市販を開始しました。

担当職員：イノベーション推進センター
医療関連推進チーム

支援企業等：株式会社ミヤハラ（周南市）
山口大学医学部 附属病院 再生・細胞治療センター

過酸化⽔素除染に対応した⼩型恒温装置の開発

■背景と機器の概要

過酸化水素は、強い殺菌効果を持っていながらも、水と酸素に容易に分解し無毒化するた
め、再生医療等製品の培養装置の除染（滅菌）手段として注目されています。一方で、細胞
培養装置内は完全な無菌状態を保たなければならないため、高濃度の過酸化水素噴霧を用い
てアイソレータ内を完全に除染（滅菌）する工程が不可欠です。しかしながら、過酸化水素
は強い殺菌作用がある反面、腐食性が非常に高く、過酸化水素噴霧で確実に除染を可能にす
る形状であることが求められていました。

再生医療研究を推進している山口大学医学部では、高い品質とコストの低減を目指してモ
ジュール型アイソレータを用いた再生医療等製品の自動生産技術の開発に取り組んでいます。
培養中の細胞懸濁液に対して、何らかの作業を施す際には、一旦インキュベーターから取り
出してアイソレータ内で作業をします。培養中でもあるため、本来なら温度が一定に保たれ
ている方が望ましいのですが、現状型のビーズバス恒温槽は過酸化水素除染ができないため
アイソレータ内で使うことができませんでした。

そこで、過酸化水素除染に対応した小型恒温装置の開発を行いました。

〜肝臓再⽣療法の開発・実⽤化及びロボット細胞培養システム等の⾼機能化〜

①保温（加温）機構の検討

②除染に耐える材料、操作部、配線、回路等の密閉構造の検討

③性能評価

■支援の項目

開発した小型恒温装置

細胞培養アイソレータ
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